
改善方策

 10月   2月
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イ ロ ハ

本年度の重点目標については◎印で示す。

学校名 　三原市立田野浦小学校

91% 91% B

学力調査40％未満児童3割未満

【学力フォローアップ事業の活用】
〇個の学力・意欲を伸ばす支援計画
〇研究主任を中心に取組の評価検証
　　　７月　１学期の成果確認
　　１２月　２学期の成果確認
　　　３月　３学期の成果確認

学力調査40％未満の児童数の減少 100% B A85% 100%

100% 100% A A

未実施
のため

未実施
のため

働
き
方
改
革

超過勤務時間の削減を実現

〇超過勤務時間の月時間が４５時間を下回る
　　　　　　　【Ｈ３1　１００％ 】

〇管理職が働きかけと勤務時間管理
・勤務時間管理システムの活用
　校内準衛生委員会の定例化

〇働き方と働かせ方への意識改革
・超過勤務の仕事内容，持ち帰り仕事内容
を把握し，削減に向け取り組む

・超過勤務時間が月４５時間以下
・在校時間一覧表　参照 100% 92% 90% B B

ｄ　短期経営目標c　中期経営目標

・理由をつけて発言する
・相手を見て話す・聞く
・指名されたら「はい」と返事する

　　児童と先生の肯定的評価

・休み時間に学習用具を定位置に準備
・チャイムの合図で授業を始める
・正しい姿勢で学習する
　　（「グー」「ペタ」「ピン」）
 
　　児童と先生の肯定的評価

【ＰＤＣＡで進行管理】

・アンケート調査（スモール・ステップ）
　　 ７月　２学期の成果確認
　　 １月　３学期の成果確認

・生徒指導部が進行管理
　　・児童アンケート実施，結果分析
　　・課題を焦点化し改善策を作成

・生徒指導部が改善策に取り組む

未実施
のため

【児童アンケートの肯定的自己評価】
①「チャイムが鳴ったらパッと遊びをやめて
　　 運動場を走って帰っていますか。」
②「はきものをそろえていますか。」
③「ＳＤＮのあいさつができていますか。」
④「だまって掃除をしていますか。」

【教職員アンケートの肯定的評価】
⑤「くらしのスタンダードの徹底・定着に向けて指導して
いる。」
⑥教職員として率先して「くらしのスタンダード」を率先し
て遂行している。

（　中間・最終　）

ｉ
達成度

評 価

改善方策

・３項目中２項目で達成でき
た。
　①９０％
　②９７％
　③８６％

・健康状況に留意しながら，一
人一人のよさを育てる教育を
継続して行うことができた。

・教職員のモチベーションが低
下している場合がある。

ａ　学校教育目標 かしこく　なかよく　げんきよく　

信
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ｆ　評価項目・指標

学校関係者評価

ｇ
目標値

・コロナ禍での生活スタイルを
維持しながら，児童の自己肯
定感を高める声かけを継続す
る。

・学年主任を中心に，学級実態
や職員の体調を把握し，組織
の一員としてのフォロー体制を
確立する。

ｊ
評価

100% 96% B

・適正に評価されている。

・授業での姿は，多少気になる児童がいる
が，全体的によくなってきている。

・学校評価の項目を焦点化し，学校として取
り組む内容を明確にしていくとよいのではな
いか。

85%

90%

90%

【ＰＤＣＡで進行管理】

・アンケート調査（スモール・ステップ）
　　 ７月　１学期の成果確認
　 １２月　２学期の成果確認
　　 ３月　３学期の成果確認

・教務部が進行管理
　　・児童アンケート実施，結果分析
　　・課題を焦点化し改善策を作成

・教務部が改善策に取り組む
　　　　　　　　　　（結果責任）

【田野浦小スタンダードの徹底と定着】

・学びのスタンダード
　 ・教務部が進行管理
　 ・教務部が改善策に取り組む
 
・くらしのスタンダード
　 ・生徒指導部が進行管理
　 ・生徒指導部が改善策に取り組む
 
・教えのスタンダード
　 ・教務部が授業研究を通して取り組む

【児童アンケートの肯定的評価】
①「田野浦小学校に通ってよかったと思いますか。」

１　学習の構え
【児童アンケートの肯定的評価】
①「休み時間に学習用具を準備していますか。」
②「正しい姿勢（グー・ペタ・ピン）で学習していますか。」
【教職員アンケートの肯定的評価】
③「学びのスタンダード」の徹底・定着に向けて指導して
いる。
④「チャイムの合図で授業を始めている。」
⑤統一した号令で授業を始めている。

２　話す・聞く
【児童アンケートの肯定的評価】
⑥「理由をつけて発言していますか。」
⑦「相手を見て話したり聞いたりしていますか。」
⑧「指名されたら「はい。」と返事をしていますか。」

３　書く
【児童アンケートの肯定的評価】
⑨「教科書をゆっくりはっきり読んでいますか。」
⑩「下敷きを使って書いていますか。」

・10項目中６項目で達成でき
た。
　①９３％　　　　⑥７９％
　②７６％　　　　⑦９２％
　③１００％　　　⑧９５％
　④９４％　　　　⑨９０％
　⑤１００％　　　⑩８９％

・「理由を付けて発言」につい
て，課題を共有し，学年毎に取
組を実践し，毎月振り返りを
行った。その結果児童の肯定
的評価が５％上がった。しか
し，まだ目標値を11％下回って
いる。

・「正しい姿勢」については，声
掛けをすると正そうとする態度
が見られるようになってきた。

・適正に評価されている。

2

健
や
か
な
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体力を向上させる

・体力・運動能力調査で全国・県平均を上回る種目数
・体力・運動能力調査で全国・県平均を上回る種目数

・保健体育部が進行管理
　　・体育科の授業改善
　　・体育朝会等の指導
　　・児童会活動の工夫
　　・指導方法，測定方法等の研修

・保健体育部が体力つくりに取り組む

70%

・４項目すべてで達成できた。
　①９７％　　　⑤９０％
　②９２％　　　⑥９５％
　③８７％
　④８９％

・中間評価と比較し，②から④
については，１～２ポイント下
がっている。このことは教職員
の徹底と定着が継続して図ら
れていないと捉える。

・くらしのスタンダードの徹底・
定着に向け，引き続き継続して
指導および率先して遂行して
いく。

・児童会役員が週に３日「あい
さつ運動」を行うとともに，各学
級に出向いて「SDNのあいさ
つ」の呼びかけを行う取組を継
続していく。

・あいさつする児童を全体や学
級内で評価していく。具体的な
取組については検討を行い実
践する。

・取組をマンネリ化させないとと
もに，当たり前にできていること
を教職員が肯定的に評価す
る。

・体力テスト未実施のため，評
価ができなかった。

・１年を通して，コロナウィルス
感染予防対策のため，道具や
運動形態に制限がかかってい
たが，ランニングやサーキット
トレーニングなどを活用し，体
力の向上に努めることができ
た。

・３密を避けながらできる運動
をもとに授業を構成し，児童の
体力を高めていく。

・数値目標をもって運動に取り
組ませるために，前年度の体
力テストの課題のある種目を
実施する。その種目に関わるト
レーニングを体育科授業や家
庭学習に取り入れ，体力向上
を図っていく。

2

・基礎的・基本的な内容の定着
を目指した授業改善を行ったこ
とで，「知識・技能」は向上し
た。

・「めあて」と「まとめ」の整合性
を意識した授業改善を行う。ま
た，児童の思考を深める発問
や授業展開の工夫を行ってい
く。

・学力調査未実施のため，算
数科単元末テストにおいて正
答率40％未満（低学年は70％
未満）の児童の割合と人数で
評価を行った。

・単元テスト結果
「知識・技能」2.7％，
13名（１学期比－1.5％）
「思考力・判断力・表現力」
8.6％，40名（１学期比＋2.2％）
前年度比1.8％（7名）増

2

（２）　令和２年度　　学校自己評価表

評価計画 自己評価

　　【ミッション（自校の使命）】 　　　自分を愛し，夢を語る児童の育成
 
　　【ビジョン（自校の将来像）】  　 児童が満足する学校，保護者が安心する学校，地域が誇りに思う学校，そして教職員が生き甲斐や行き甲斐を感じる学校。

校番（　　6　　）

・学年主任を中心として，「正し
い姿勢」についての指導項目
を統一し,継続して指導をする。
合言葉「グーペタピン」を活用
し，児童に「正しい姿勢」につい
て意識させる。

・児童の困り感（理由を付けて
発言できない）に気付くため
に，自分達の授業を振り返り，
改善点について話し合う時間
を設ける。その際，何をどのよ
うに指導すれば「理由を付けて
発言」できるのか，具体的な指
導内容について検討を行い，
実践する。

2

ｂ　経営理念
ミッション・ビジョン

ｅ　目標達成のための方策 コメント
ｋ

結果と課題の分析
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・チャイムが鳴ったらパッと遊びをやめて
　 運動場を走って帰る
・はきものをそろえている
・ＳＤＮのあいさつができる
・だまって掃除をしている

　児童と先生の肯定的評価
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ド

学
習
の
か
ま
え

話
す
・
聞
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読
む
・
書
く

・ゆっくりはっきり読む
・下じきを使って書く

　　児童と先生の肯定的評価

学
力
向
上

学
力
調
査
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・適正に評価されている。

・田野浦小学校の児童に生きる力を身に付
けるために，「何を」「どのように」授業に取り
入れていくのか明確にしていく必要がある。

・学習規律を低学年のうちにしっかりと身に
付ける必要があると感じる。「グー・ペタ・ピ
ン」の姿勢やしたじきを使うことなどの躾をき
ちんと行っていただきたい。

・児童の将来を考えると，高校入試での自己
ＰＲを記入できる力を身に付けるために，小
学校段階ではどのようなことを学ぶべきかを
考えるべきである。

・授業を参観したときに，田野浦小学校として
取り組んでいる内容が，全ての授業で見えて
くることが望ましい。

　児童が満足する学校

　保護者が安心する学校

　教職員が生き甲斐や行き甲斐を感じる学校

【保護者アンケートの肯定的評価】
②「学校は安心して子どもを通わせることができる教育
を行っている。」

【教職員アンケートの肯定的評価】
③「現在，生き甲斐や行き甲斐を感じることができてい
る。」

B

確
か
な
学
力

・適正に評価されている。

・有効的にＩＣＴの活用を行うための研修など
を勤務時間内に適切に設定する必要があ
る。

B

・超過勤務が４５時間以内の人
数が増加している。

・学年で協力して，業務を計画
的に行わている。

・学年主任を中心に，学年部で
声をかけることや，時間を効率
的に使えるように，業務の分担
などを指導していく。

・事務内容を精選し，教材等の
共有化を図っていく。

2

・適正に評価されている。

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ：自己評価は適正である。 ロ：自己評価は適正でない。
ハ：分からない。


